
七
〇
～
七
十
四
歳
の
方
の
一
部

負
担
金
を
現
在
の
一
割
負
担
か
ら

二
割
負
担
に
見
直
す
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
度
（
平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
～
平
成
二

十
六
年
三
月
三
十
一
日
）
も
現
状

ど
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
手
元
に
あ
る
高
齢
受
給
者

証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
の
欄
が

「
二
割
（
た
だ
し
、
平
成
二
十
六

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
割
）
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
（
注
一
）
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
高
齢
受
給

者
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ま
だ
交
換
し
て
い
な
い
方
は
、
急

い
で
健
康
保
険
の
保
険
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
保
険
者
へ
交
換
を
申

し
出
て
下
さ
い
。

今
年
七
〇
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、

誕
生
月
の
下
旬
（
誕
生
日
が
そ
の

月
の
初
日
の
方
は
、
前
月
の
下
旬
）

に
高
齢
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
使
用
で
き
る
の
は
、
誕
生
日

の
翌
月
一
日
（
誕
生
日
が
そ
の
月

の
初
日
の
方
は
、
そ
の
月
）
か
ら

で
す
。
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
し
て
使
用
し
ま
す
。

三
割
負
担
と
判
定
さ
れ
た
方
の

う
ち
、
給
与
や
老
齢
年
金
等
の
収

入
が
基
準
収
入
額
に
満
た
な
い
方

は
、
申
請
す
る
と
二
割
（
平
成
二

十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
割
）

負
担
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
基
準
収
入
額
は
被
扶
養

者
の
有
無
や
年
齢
等
で
異
な
り
ま

す
の
で
、
（
図
一
）
を
参
照
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
次
に
該
当
す
る

方
は
、
ぜ
ひ
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
基
準
収
入
額
適
用
申
請
の
対
象

と
な
る
方
》

・
七
〇
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方

又
は
七
〇
歳
以
上
の
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
七
〇
歳
以
上
の

被
扶
養
者
の
方
の
う
ち
、
一
部
負

担
金
割
合
が
三
割
の
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
方

・
標
準
報
酬
月
額
が
二
十
八
万
円

以
上
で
あ
る
方
で
前
年
（
前
々
年
）

の
収
入
が
基
準
収
入
額
に
満
た
な

い
方

・
七
〇
歳
以
上
の
被
扶
養
者
が
い

な
い
七
〇
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、

収
入
が
三
百
八
十
三
万
円
以
上
で

あ
っ
て
も
、
旧
被
扶
養
者
（
注
二
）

が
い
る
方
で
基
準
収
入
額
に
該
当

す
る
方

「
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
基
準

収
入
額
適
用
申
請
書
」
と
前
年
あ

る
い
は
前
々
年
の
収
入
額
が
わ
か

る
書
類
（
図
二
を
参
照
し
て
下
さ

い
）
を
添
付
し
て
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
の
保
険
者
に
申
請
し

ま
す
。

な
お
、
毎
年
七
月
中
旬
か
ら
八

月
上
旬
に
か
け
て
、
一
部
負
担
金

割
合
が
三
割
の
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
を
持
つ
方
を
対
象
に
、
そ

の
年
の
九
月
か
ら
の
一
部
負
担
金

割
合
を
判
定
す
る
定
期
判
定
も
あ

り
ま
す
の
で
、
申
請
書
が
届
い
た

方
は
ぜ
ひ
検
討
し
て
下
さ
い
。

（
注
一
）
現
役
並
み
所
得
者
（
一
部
負

担
金
の
割
合
が
「
三
割
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
方
）
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
対

象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

方
は
対
象
外
で
す
。

（
注
二
）
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
方

（
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
日
の
属
す

る
月
以
後
五
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の

間
、
長
寿
医
療
の
被
保
険
者
で
あ
る
方
）

で
す
。
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今
年
七
〇
歳
の
方
は

今
年
も
据
え
置
き

『
三
割
負
担
』
で
あ
っ
て
も

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

黙
っ
て
待
つ
だ
け
で
は
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

年
金
事
務
所
や
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
に

★

行
く
時
間
が
無
い
方

★

遠
く
て
行
け
な
い
方

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い

※
受
付
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
答
は
、
受
付
日
の
翌
々
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

メールでご相談の方

ＦＡＸでご相談の方

メールアドレス
k-fujita@k-fujita-sr.com

ＦＡＸ番号
075（571)8611

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
連
絡

先
・
生
年
月
日
・
性
別
・
で
き

る
だ
け
具
体
的
な
相
談
内
容
を

記
載
の
上
、
左
記
の
方
法
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
客
様
の
個
人
情
報
は
、
弊

所
の
個
人
情
報
保
護
方
針
に
基

づ
き
厳
重
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
」

無
料
相
談
受
付
中

申
請
は
簡
単

70歳以上の被扶養者

がいる場合

70歳以上の被扶養者

がいない場合

旧被扶養者を
有する場合

520万円未満 383万円未満
383万円以上

520万円未満

医療機関での受診時期 申請書に添付する収入のわかる書類

前々年収入のわかる書類
（所得証明書、非課税証明書など）

１月～８月

９月～12月
前年収入のわかる書類

（所得証明書、非課税証明書など）

（
図
一
）

（
図
二

）



派
遣
さ
れ
る
労
働
者
の
保
護

と
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、

平
成
二
十
四
年
一
〇
月
一
日
か

ら
派
遣
元
事
業
主
、
派
遣
先
事

業
主
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
事
項

が
課
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
月
号

か
ら
数
回
に
分
け
て
改
正
点
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

派
遣
労
働
者
が
無
期
雇
用
に
な

る
た
め
の
機
会
が
少
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
派
遣
会
社
は
、
有

期
雇
用
の
派
遣
労
働
者
（
雇
用

期
間
が
通
算
一
年
以
上
）
の
希

望
に
応
じ
、
以
下
の
い
ず
れ
か

の
措
置
を
と
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
無
期
雇
用
の
労
働
者
と
し

て
雇
用
す
る
機
会
の
提
供

二
、
紹
介
予
定
派
遣
の
対
象
と

す
る
こ
と
で
、
派
遣
先
で
の
直

接
雇
用
を
推
進

三
、
無
期
雇
用
の
労
働
者
へ
の

転
換
を
推
進
す
る
た
め
の
教
育

訓
練
な
ど
の
実
施

派
遣
開
始
時
に
、
派
遣
元
か

ら
派
遣
先
に
通
知
す
る
事
項
に

「
期
間
の
定
め
な
く
雇
用
さ
れ

る
労
働
者
で
あ
る
か
否
か
の
別
」

が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
記
載
を
元
に
し
て
労
働

契
約
申
込
義
務
の
対
象
と
な
る

派
遣
労
働
者
か
ど
う
か
を
判
断

し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
次
回
の
契
約

更
新
時
に
「
派
遣
労
働
者
が
無

期
契
約
で
あ
る
か
否
か
」
を
通

知
す
れ
ば
よ
く
、
改
正
労
働
者

派
遣
法
の
施
行
前
に
締
結
し
た

契
約
に
関
し
て
は
、
改
正
労
働

者
派
遣
法
の
施
行
後
に
追
加
通

知
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

派
遣
会
社
は
、
派
遣
労
働
者

の
賃
金
を
決
定
す
る
際
に
派
遣

先
で
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る

労
働
者
の
賃
金
水
準
や
派
遣
労

働
者
の
職
務
の
内
容
、
職
務
の

成
果
、
意
欲
、
能
力
、
経
験
な

ど
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

教
育
訓
練
や
福
利
厚
生
な
ど

に
つ
い
て

も
均
衡
に

向
け
た
配

慮
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

一
〇
日
（
十
一
日
期
限
）

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採

用
し
た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開

始
届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一

括
有
期
事
業
を
開
始
し
て
い
る

場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
〇
日

○
預
金
管
理
状
況
報
告
の
提
出

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出

（
休
業
四
日
未
満
、
一
月
～
三

月
分
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払

報
告
書
の
提
出［

年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の

提
出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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開
業
五
年
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
先
日
事
務
所
を
移
転
し
、

狭
い
な
が
ら
仕
事
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
ま
し
た
。
書
類
の

整
理
も
落
ち
着
き
、
「
さ
て
、

こ
れ
か
ら
」
と
い
う
と
き
に
、

高
熱
で
ダ
ウ
ン
。

気
が
付
け
ば
、
桜
が
咲
き
始

め
て
い
ま
す
。
お
花
見
は
、
も

う
少
し
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
ぎ
ん
）

編
集
後
記

四
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-571-8611

〒601-1456
京都市伏見区小栗栖南後藤町6-12-301

健康保険料率

介護保険料率

平成25年3月分
(4月納付分)から

平成25年3月分
(4月納付分)から

現行

現行

1.55％

9.98％

1.55％

9.98％

（京都府の場合）

本年の保険料率は、昨年と同様となりました。

しかし、医療費支出が増加する一方、保険料収入

の基礎である賃金が下落しているため、保険料収

入が落ち込んでいることに変わりありません。

派
遣
元
の
追
加
事
項

・
九
項
目

有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
の

無
期
雇
用
へ
の
転
換
推
進

措
置

八

派
遣
労
働
者
が
無
期
雇
用

労
働
者
か
否
か
を
派
遣
先

へ
の
通
知
事
項
に
追
加

九

均
衡
待
遇
の
確
保

十


